
申
し
込
み
な
ど
の
手
続
き
は

八
富
成
田
斎
場
へ

斎
場
の
利
用

　

八
富
成
田
斎
場
は
、
成
田
市
・
八
街

市
・
富
里
市
で
管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
3
市
の
い
ず
れ
か
に
、
亡
く

な
っ
た
人
や
喪
主
ま
た
は
施
主
が
住
民

登
録
あ
る
い
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
場
合
は
、
火
葬
料
金（
待
合
室
1
室

付
き
）が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

斎
場
で
は
通
夜
お
よ
び
告
別
式
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
式
場
は
午
後
3

時
か
ら
翌
日
の
午
後
3
時
ま
で
の
間
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
料
金
は
市
民
が

第
1
式
場
を
利
用
し
て
通
夜
・
告
別
式

を
行
っ
た
場
合
は
8
万
円
、
第
2
式
場

は
6
万
円（
待
合
室
・
式
場
控
室
の
使

用
料
は
除
く
）と
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か

の
施
設
の
料
金
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

霊
き
ゅ
う
車
や
祭
具
の
貸
し
出
し
も

　

市
民
を
対
象
と
し
た
霊
き
ゅ
う
車
と

祭
具
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

霊
き
ゅ
う
車
の
利
用
は
、
市
内
の
自

宅
や
病
院
な
ど
か
ら
斎
場
ま
で
の
利
用

に
限
ら
れ
、1
回
5
、0
0
0
円
で
す
。

　

自
宅
葬
で
使
用
す
る
祭
具
に
つ
い

て
は
、
1
級
祭
壇（
5
段
ま
た
は
4
段
、

約
8
畳
用
）が
1
日
2
、
0
0
0
円
。

2
級
祭
壇（
3
段
、
約
6
畳
用
）は
1
日

1
、
2
0
0
円
に
な
り
、
搬
入
・
設
置
・

搬
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

斎
場
お
よ
び
霊
き
ゅ
う
車
・
祭
具
の

予
約
申
し
込
み
は
、八
富
成
田
斎
場（
☎

23
‐
4
5
1
1
）で
行
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
火
葬

　

ペ
ッ
ト
火
葬
は
、
ペ
ッ
ト
火
葬
場

（
山
之
作
・
八
富
成
田
斎
場
向
か
い
）で

行
っ
て
い
ま
す
。
火
葬
で
き
る
ペ
ッ
ト

は
、
犬
・
猫
・
猿
・
ウ
サ
ギ
な
ど
の
小

動
物
で
す
。

　

火
葬
場
ま
で
来

ら
れ
な
い
人
の
た

め
に
、
ペ
ッ
ト
の

引
き
取
り
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま

す
。
利
用
で
き
る

の
は
市
民
の
み
で
、

引
き
取
り
料
は

1
件
に
付
き
1
、

0
5
0
円
で
す
。

利
用
は
友
引
を
除
く
午
前
9
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
で
、
予
約
の
上
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
料
金
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
霊
園
は
、
現
在
合
同
墓
地
の

み
使
用
可
能
で
す
。
料
金
は
永
年
で

3
、
1
5
0
円
で
す
の
で
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
八
富
成
田

斎
場（
☎
23
‐
4
5
1
1
）へ
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶へ
。

受
付
日
時
＝
12
月
9
日（
日
） 

午
前
9

時
〜
午
後
3
時

受
付
場
所
＝
い
ず
み
聖
地
公
園
管
理
事

務
所（
東
和
泉
）

募
集
区
画
＝
4
㎡
芝
生
墓
地
1
区
画
、

4
㎡
普
通
墓
地
1
区
画
、
6
㎡
普
通

墓
地
2
区
画

申
し
込
み
の
で
き
る
人
＝
住
民
基
本
台

帳
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
、
市
内
に
1
年
以
上（
12
月
1

日
現
在
）住
ん
で
い
る
人
で
、
親
族

の
焼
骨
を
持
っ
て
い
る
人

申
し
込
み
方
法
＝
印
鑑
と
埋
葬
許
可
証

を
持
参
し
て
、
管
理
事
務
所
に
あ
る

所
定
の
用
紙
で
申
し
込
み

区
画
の
決
定
＝
希
望
区
画
の
申
し
込
み

が
重
複
し
た
場
合
、
12
月
9
日（
日
）

午
後
3
時
30
分
か
ら
抽
選
を
実
施
。

抽
選
後
、
書
類
審
査
を
行
い
、
使
用

区
画
を
決
定

料
金
＝
永
代
使
用
料
と
管
理
料
を
負
担

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶へ
。

4
区
画
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す

い
ず
み
聖
地
公
園
の
返
還
墓
地

八富成田斎場の使用料

区分 単位
料金

市民 市民以外

火葬

大人 1体 無料 50,000円
子ども

（12歳未満） 1体 無料 40,000円

死産児 1体 無料 20,000円
改葬遺骨 1個 無料 20,000円
四肢など 1個 無料 20,000円

式場

第1
2時間 10,000円 20,000円
夜間 20,000円 40,000円

第2
2時間 7,500円 15,000円
夜間 15,000円 30,000円

第1・2
2時間 15,000円 30,000円
夜間 30,000円 60,000円

待合室

基本料金
（1室） 2時間 2,000円 4,000円

超過料金
（1室） 1時間 1,000円 2,000円

式場控室

基本料金
（1室） 2時間 2,000円 4,000円

超過料金
（1室） 1時間 1,000円 2,000円

霊安室 1棺 1日 5,000円 10,000円

種別 料金
特大 30kg以上 5,250円
大 20kg以上 4,200円
中 10kg以上 3,150円
小 10kg未満 2,100円

作業日 予定地区 予定時間

12月3日（月） 並木町（野沢台・成瀬台・大久保台）地区 午後11時

～

翌午前5時12月4日（火） 並木町（ウルシ台・日本松）地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　水道部では水質維持のため、次のとおり水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますのでご了承
ください。受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

12月の水道水の排水作業日程

ペットの火葬料金
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や
年
金
手
帳
な
ど
）を
持
っ
て
市
民
課

（
分
室
を
除
く
）・
支
所
住
民
課
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

　

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
、
即
日
登

録
は
で
き
ま
せ
ん
。
登
録
す
る
印
鑑
の

ほ
か
、
本
人
が
代
理
人
に
申
請
を
依
頼

し
た
こ
と
を
証
明
す
る「
委
任
状
」と
、

代
理
人
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
や
保
険
証
）が
必
要
で
す
。

本
人
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め「
照
会

書
」を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
「
照
会
書
」の「
回
答
書
」欄
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
登
録
す
る
印
鑑
を
押
し

て
、
市
民
課（
分
室
を
除
く
）・
支
所
住

民
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
回
答
書

を
本
人
が
持
参
で
き
な
い
場
合
も
、
委

任
状
と
代
理
人
本
人
を
確
認
で
き
る
も

の
が
必
要
で
す
。

印
鑑
登
録
証︵
カ
ー
ド
︶を
な
く
し
た
ら

◦
本
人
が
申
請
す
る
場
合
…
登
録
者
本

人
が
登
録
印
鑑
を
持
参
し
、
市
民
課

（
分
室
を
除
く
）・
支
所
住
民
課
で
印

鑑
登
録
証
亡
失
届
を
提
出

◦
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
…
登
録
者

の
印
鑑
と
委
任
状
、
代
理
人
の
印
鑑

が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
登
録
者
の

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
を

記
入

登
録
印
鑑
を
な
く
し
た
場
合

　

登
録
者
本
人
が
市
民
課（
分
室
を
除

く
）・
支
所
住
民
課
で
印
鑑
登
録
廃
止

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い（
来

庁
が
非
常
に
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
）。
再
度
印
鑑
登
録
す
る
場
合

は
、
新
規
登
録
と
同
じ
方
法
で
す
。
代

理
人
の
場
合
は
、
即
日
登
録
は
で
き
ま

せ
ん
。
証
明
書
も
当
日
は
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

旧
下
総
町
・
大
栄
町
の
印
鑑
登
録
証

　

旧
下
総
町
・
大
栄
町
で
交
付
さ
れ
た

紙
の
印
鑑
登
録
証
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
下
総
・
大
栄
支
所
住
民
課
で
成
田

市
の
印
鑑
登
録
証
へ
の
交
換
を
し
て
く

だ
さ
い（
無
料
）。

※
印
鑑
登
録
は
市
民
課
・
支
所
住
民

課
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
赤
坂
・
遠
山
分
室
で
は
印
鑑
登

録
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。
く
わ

し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1
5
2
5
︶

へ
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
容
器
は
、
中
身
を
空

に
し
て
ご
み
に
出
さ
な
い
と
、
収
集
の

と
き
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
お
よ
び
伊

地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
す
る

と
き
、
爆
発
事
故
や
火
災
な
ど
の
発
生

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生
す
る
と
、

そ
こ
で
働
く
人
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る

と
と
も
に
、
機
械
が
破
損
し
た
場
合
に

は
そ
の
修
繕
に
多
額
の
費
用
と
日
数
を

要
し
、
そ
の
間
の
ご
み
処
理
機
能
の
一

部
あ
る
い
は
全
部
が
停
止
す
る
な
ど
の

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
、
ガ
ス
な
ど
の
内
容
物
を
使
い
切
っ

て
穴
を
開
け
、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
容
器

は
中
身
を
空
に
し
て
栓
を
開
け
た
ま
ま

か
、
上
ぶ
た
を
取
っ
て「
金
物
・
陶
磁

器
類
」（
黄
色
の
指
定
袋
）に
、
下
総
・

大
栄
地
区
は「
ビ
ン
・
カ
ン
」（
黄
色
の

指
定
袋
）に
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
収
集
日

の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。ガ
ス
ボ
ン
ベ（
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
用
を
除
く
）や
消
火
器
は
、

市
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
購
入
し

た
販
売
店
や
専
門
の
業
者
に
処
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
の
適
正
な
処
理
に
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　

12
月
は
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
依
頼
が

集
中
す
る
た
め
、
希
望
日
に
作
業
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
年
内
に
作

業
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
19
日（
水
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

20
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、
年
明
け

の
作
業
と
な
り
ま
す
。「
早
め
の
連
絡
・

早
め
の
く
み
取
り
」に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶、
下
総
・
大
栄
地
区
は

香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合︵
☎

0
4
7
8
︲
78
︲
1
1
8
2
︶へ
。

◆
本
人
が
申
請
す
る
場
合

　

登
録
す
る
印
鑑
の
ほ
か
、
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が
発
行

し
た
許
可
証
や
身
分
証
明
書（
写
真
と

公
印
の
あ
る
も
の
で
有
効
期
限
内
の
も

の
）ま
た
は
、
成
田
市
に
印
鑑
登
録
し

て
い
る
人
の「
保
証
書
」（
保
証
人
の
印

鑑
登
録
番
号
と
登
録
印
鑑
の
押
印
、
住

所
、
署
名
が
必
要
）を
持
っ
て
市
民
課

で
手
続
き
を
す
る
と
即
日
登
録
が
で
き

ま
す
。

　

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を

持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
確
認
を

す
る
た
め「
照
会
書
」を
自
宅
に
郵
送
し

ま
す
。
照
会
書
の「
回
答
書
」欄
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
登
録
す
る
印
鑑
を
押

し
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の（
保
険
証

本
人
と
代
理
人
で
は

手
続
き
が
異
な
り
ま
す

印
鑑
登
録

（11月1日～15日）

市 長 日 誌

防火フェスタであいさつする小泉市長

  1日  首都圏中央連絡自動車道建設促進
駅頭キャンペーン

 市議会決算特別委員会
  航空機事故消火救難総合訓練評価全体会議
  2日 印旛沼関連事業市町村連絡会議総会
  3日 成田市公民館まつり
 国際こども絵画交流展表彰式
  4日 2007成田POPラン大会
  5日 成田市廃棄物減量等推進協議会
 成田市環境審議会
 成田赤十字病院運営協議会
  6日  自衛消防操法大会
 印旛郡市広域市町村圏事務組合議会定例会
  7日 防犯灯寄贈式
  8日 成田市航空機災害訓練
  9日 韓国井邑市中学生友好訪問団表敬訪問
10日  吾妻中学校創立30周年記念式典
11日  防火フェスタ2007防火ポスター展

表彰式
 紫陽花まつり写真コンテスト表彰式
12日 利根川治水同盟要望活動
          （仮称）公津の杜複合施設整備第3回地

元説明会 
15日  国道409号道路整備促進期成同盟

会要望活動

必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら

指
定
ご
み
袋
へ

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

年
末
は
込
み
合
う
の
で

早
め
に
申
し
込
み
を

ト
イ
レ
の
く
み
取
り
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年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り

　

警
察
で
は
12
月
10
日（
月
）か
ら
1
月

3
日（
木
）ま
で
、
年
末
年
始
特
別
警
戒

取
り
締
ま
り
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
間
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
取
り

締
ま
り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
が
、
皆
さ

ん
も
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
、
楽
し
い
年
末
年
始
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

ひ
っ
た
く
り
対
策

◦
バ
ッ
グ
は
車
道
と
反
対
側
に
持
つ

◦
自
転
車
の
か
ご
に
は
防
犯
ネ
ッ
ト
を

か
け
る

◦
で
き
る
だ
け
人
通
り
の
多
い
道
を
通

る
空
き
巣
対
策

◦
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き
は
新
聞
配

達
を
止
め
、
郵
便
物
は
近
所
の
人
に

預
か
っ
て
も
ら
う

◦
ワ
ン
ド
ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を
心
掛
け
、

窓
の
補
助
錠
や
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
施

す
冬
の
交
通
安
全
運
動

　

12
月
10
日（
月
）か
ら
31
日（
月
）ま
で

県
下
一
斉
に『
油
断
せ
ず　

い
つ
も
心

に　

初
心
者
マ
ー
ク
』 『
危
な
い
よ　

わ
た
れ
る
つ
も
り
の　

そ
の
横
断
』を

つ
も
の
集
積
所
に
ご
み
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
地
区
は
通
常
ど
お
り
収

集
し
ま
す
の
で
、
収
集
日
の
午
前
8
時

30
分
ま
で
に
集
積
所
へ
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

下
総
・
大
栄
地
区
の
年
末
は
12
月
28

日（
金
）ま
で
、
年
始
は
1
月
4
日（
金
）

か
ら
通
常
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
可
燃

ゴ
ミ
の
収
集
日
が
月
・
木
曜
日
の
地
区

は
1
月
5
日（
土
）に
臨
時
収

集
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
取
り

扱
い
は
、
通
常
と
異
な
り
ま

す（
左
表
参
照
）の
で
、
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推

進
課︵
☎
20
︲
1
5
3
0
︶

へ
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
冬
の
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
の
重
点
目
標
は
次
の
3
つ
で

す
。

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

　

昨
今
、
全
国
的
に
大
変
痛
ま
し
い
交

通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
一
度

交
通
安
全
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
ま
ず

は
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
、
そ
し
て
お
互

い
ゆ
ず
り
合
い
の
心
を
し
っ
か
り
も
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

※
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て

く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署︵
☎
27
︲

0
1
1
0
︶、
冬
の
交
通
安
全
運
動

に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
市
交
通
防
犯

課︵
☎
20
︲
1
5
2
7
︶へ
。

　

年
末
は
12
月
31
日（
月
）ま
で
、
年
始

は
1
月
3
日（
木
）か
ら
通
常
の
ご
み
収

集
を
行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
成
田
①
地
区（
下
図
参
照
）

は
1
月
中
の
収
集
が
夜
間
に
な
り
ま
す

の
で
、
収
集
日
の
午
後
6
時
ま
で
に
い

年
末
年
始
の

犯
罪
や
事
故
に
注
意

特
別
警
戒
取
り
締
ま
り

年
末
年
始
は
地
区
ご
と
に

収
集
日
・
時
間
が
異
な
り
ま
す

ご
み
の
収
集

●

●

市役所市役所

京成成田駅京成成田駅JR成田駅JR成田駅

馬橋

新町

中台
運動公園
中台
運動公園

西口大通り西口大通り

郷部

美郷台美郷台 成田小 仲町
幸町本町
上町 東町
花崎町

田町
○文

○文

○文

成田高

51

408

寺台
文化会館

土屋成田中

成田①

大谷津
運動公園

至香取

成田①地区の1月中の
収集は夜間になります

成田地区 下総・大栄地区

ご
み
収
集

年末 12月31日（月）まで 12月28日（金）まで

年始
1月3日（木）から
ただし、成田①地区は、1月中の収
集は夜間

1月4日（金）から
ただし、可燃ゴミの収集日が月・木
曜日の地区は1月5日（土）に臨時収集

直接搬入

いずみ清掃工場☎36-1689
「燃やせるごみ」
リサイクルプラザ☎36-1000
「ビニール・プラスチック類」
「ビン・カン・ガラス」
「金物・陶磁器類」

年末
12月31日（月）まで（日曜日を除く）＝
午前8時30分～正午、午後1時～4時
30分（通常どおり）
年始
1月1日（火・祝）・2日（水）＝午後6時
～9時
1月3日（木）～31日（木）（日曜日を除
く）＝午前8時30分～正午、午後1時
～4時30分、午後6時～9時
1月6日（日）＝午後6時～9時
1月13日（日）・20日（日）・27日（日）
＝休業
※2月1日（金）から通常どおり

伊地山クリーンセンター
☎0478-59-2148
「可燃ゴミ」「ビン・カン」「不燃ゴミ」
（搬入券が必要。搬入券は各支所生
活環境課で配布）
※「ペットボトル」は直接搬入できま
せん。リサイクルを促進するため許
可業者に委託するなどしてください。

年末
12月28日（金）まで（土・日曜日、祝
日を除く。ただし12月24日（月・休）・
29日（土）は臨時開場）＝午前9時～
正午、午後1時～4時（通常どおり）
年始
1月4日（金）から（土・日曜日、祝日
を除く。ただし1月5日（土）は臨時開
場）＝午前9時～正午、午後1時～4時
（通常どおり）

粗大ごみ

いずみ清掃工場（申し込み制）
☎36-1689

年末
12月28日（金）まで（土・日曜日、祝
日を除く。申し込みが込み合います
ので収集は年明けになることがあり
ます）
年始
1月4日（金）から（土・日曜日、祝日
を除く）

伊地山クリーンセンター（直接搬入）
☎0478-59-2148
（搬入券が必要）
年末
12月21日（金）まで（土・日曜日、祝
日を除く）
年始
1月4日（金）から（土・日曜日、祝日を
除く。ただし1月5日（土）は臨時開場）
※搬入時間などは直接搬入欄参照

年末年始のごみ処理
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